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地域歯科保健活動への取り組み
「福岡市民の歯を守る集い～咬合力測定コーナー～」

の9年間の経過報告

○藤瀬多佳子1、中田志保2、菊池晴子3、

　柏木伸一郎4

　1九州大学歯学部附属病院小児歯科
　2九州大学大学院歯学研究院口腔保健推進学口座小児口腔医学分野

　3九州大学歯学部

　4福岡市歯科医師会

【目的】全身の健康における口腔の健康の役割

が重要視されるようになり、平成15年の健康

増進法施行後、歯の健康への関心は益々高まり

つつある。九州大学小児歯科は地域歯科保健活

動への取り組みとして、1994年より福岡市歯

科医師会主催の口腔衛生週間行事「福岡市民の

歯を守る集い」で、全身と口腔機能の関連につ

いて考える「咬合力測定コーナー」を担当して

いる。1995年～2003年の9年間の活動経過を
報告する。

【方法】1995年～2003年に咬合力測定コーナ

ーを訪れた来場者を対象に、性別、年齢、現在

歯数、歯ならび、全身と健康の関係に関するア

ンケート調査を行った。また、歯を噛みしめた

場合と噛みしめない場合の利き腕の握力を測定

した。咬合力は、富士フイルム社製デンタルプ

レスケール30HWタイブで測定し、オクルーザ

ーで解析した。

【結果】過去9年間に同コーナーを訪れた人は、

2～84歳までの約1400名で、男女比は1：2だっ

た。年齢層別では、2～10歳の小児およびその

保護者層に相当する26～40歳の成人が全体の3

分の2を占めた。各年齢層の平均現在歯数は20
本以上であった。　「噛むことと全身の健康」に

ついては、10歳以上の95％が「関係ある」と答

えた。2003年来場者を対象に過去の来場回数を

調べたところ、1回目85％、2回目10％、3回以

上が5％を占めた。10歳以上の男女で、歯を噛

みしめた場合の握力が、噛みしめない場合より

も有意に大きいことがわかった（P〈0．05）。男

性では、自分の歯ならびが「よい」と答えた群

の咬合力が、　「まあまあ」または「悪い」と答

えた群より有意に大きかった（P〈0．05）。

【考察】　「咬合力測定コーナー」は、幅広い年

齢層の人々に、全身の健康における口腔機能の

意味を考える機会を提供できたと考えられた。
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バイトプレーンとチンキャップ装置併用時の顎

関節部に及ぼす力について

○成瀬敏彦

　なるせ小児歯科（諌早市）

【目的】反対咬合の顎顔面骨の側貌の2次元

モデルを樹脂で作製し、上下歯列にバイトプレ

ーン（スライディングプレート）を装着してチ

ンキャップを使用することを想定した。バイト

プレーン併用の目的は前歯被蓋の深い反対咬合

を想定したためである。下顎窩には一様な厚さ

のスポンジをとりつけて外力に対して圧縮が可

能なようにした。下顎頭と下顎窩は連続性がな

く自由に動く関節となっている。下顎骨のオト

ガイ部に大きさが一定の荷重をかける。上下歯

列の接触部位及び荷重方向の違いが下顎頭に及

ぼす力にいかに影響するか静力学的な方法で分

析した。

【方法］①反対咬合での咬合状態でチンキャ

ップの荷重をかける前と後の下顎頭の変位を計

測する。②バイトプレーン装着時と同じ顎位で

下顎頭を通る作用線上で荷重をかけて、下顎頭

の変位の方向を計測する。③上下歯列のバイト

プレーンの接触部位（切歯部、小臼歯部、大臼

歯部）ごとに下顎頭より上方10°、20°、30°で

荷重をかけた時の下顎頭の変位方向を計測する。

④③で求めた下顎頭の変位方向と、チンキャッ

プの作用線、バイトプレーン接触点における垂

直抗力の作用線3つの直線が一点で交わること

を確認する。⑤剛体に働く3力のつり合いの条

件より下顎頭に作用する外力を静力学的に求め
た。

【結果】実験①より下顎頭の変位は認められ

なかった。チンキャップの荷重をW、バイトプ
　　　　　　　　　　　レーンでの垂直抗力をT、下顎頭に及ぼす力を
　　　　　　　　　

Fとし、WとT、　WとFのなす角をα、βとする
とsin（Wα＋β）＝s吾、＝壷が成立する。

【考察】前歯被蓋の疑い症例ではチンキャッ

プ単独では効果が得にくいことが分かった。バ

イトプレーンとの併用では、上下歯列の接触点

が同じ時チンキャップの荷重方向の角度が大き

くなる程下顎頭への力は小さくなった。また、

同じ角度の荷重方向の場合、上下歯列の接触点

が前方にある程下顎頭には大きな力が作用した。

力の向きは3力の作用線の交点である。
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